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“リープフロッグ”とも呼ばれる経済の
活況に沸くアフリカ。ICTの活用は
アフリカをどう変えているのか。

今後の課題は何か。

アフリカ
経済の今



ア
フ
リ
カ
地
域
が
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
て

い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
中

心
に
最
先
端
技
術
の
導
入
が
進
み
、「
リ
ー

プ
フ
ロ
ッ
グ
」
と
も
呼
ば
れ
る
経
済
の
活

況
に
沸
い
て
い
る
の
だ
。
二
〇
一
九
年
五

月
に
は
「
ア
フ
リ
カ
大
陸
自
由
貿
易
圏

（A
fC
F
T
A

）」
が
発
効
。
ア
フ
リ
カ
単
一

市
場
の
形
成
を
め
ざ
す
。

持
続
的
成
長
の
維
持
が
期
待
さ
れ
る
中
、

今
月
末
に
は
、
横
浜
市
で
第
七
回
ア
フ
リ

カ
開
発
会
議
（T

IC
A
D
7

）
が
開
催
さ
れ

る
。
こ
の
機
会
に
ア
フ
リ
カ
の
今
を
知
り
、

日
本
と
の
新
た
な
関
係
構
築
に
つ
い
て
の

考
察
を
深
め
た
い
。

わたしの構想―My Vision　No. 43　2019. 8

ア
フ
リ
カ
経
済

の
今

＊識者の肩書は、2019 年 7 月原稿執筆時点のものです。



企
画
に
当
た
って

「
リ
ー
プ
フ
ロ
ッ
グ
」
の

発
展
を
遂
げ
る
ア
フ
リ
カ

　

近
年
、
ア
フ
リ
カ
経
済
は
大
き
く
成
長
し
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年

代
初
頭
以
降
の
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ア
フ
リ
カ
の
発
展
は
、「
リ
ー

プ
フ
ロ
ッ
グ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
リ
ー
プ
フ
ロ
ッ
グ
と
は
、
技
術

進
歩
を
背
景
に
、
人
び
と
の
暮
ら
し
や
産
業
の
水
準
が
段
階
を
踏
ま

ず
に
一
足
飛
び
で
進
歩
す
る
現
象
を
示
す
言
葉
だ
。

　

中
で
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
用
い
た
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
サ
ー
ビ
ス

が
、
ア
フ
リ
カ
で
次
々
と
登
場
し
て
い
る
状
況
に
は
、
目
を
見
張
る

も
の
が
あ
る
。
ケ
ニ
ア
で
は
、
二
〇
〇
七
年
に
始
ま
っ
たM

-Pesa

と
い
う
モ
バ
イ
ル
送
金
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
急
拡
大
し
て
い
る
。
こ

の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
お
か
げ
で
、
人
び
と
は
銀
行
口
座
を
も
た
な

く
て
も
、
遠
隔
地
間
で
の
送
金
や
決
済
が
可
能
と
な
り
、
地
域
の
金

融
ア
ク
セ
ス
は
大
き
く
改
善
し
た
。
ま
た
、
同
サ
ー
ビ
ス
を
基
盤
に
、

銀
行
と
の
連
携
融
資
や
貯
蓄
口
座
の
提
供
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
始
ま

り
、M-Pesa

の
登
録
ユ
ー
ザ
ー
数
は
、
二
〇
一
二
年
の
一
五
〇
〇
万

人
か
ら
、
二
〇
一
七
年
に
は
二
七
〇
〇
万
人
に
急
増
し
て
い
る
。
こ

の
で
き
ご
と
は
、
金
融
ア
ク
セ
ス
の
困
難
さ
が
成
長
の
足
か
せ
と
い

わ
れ
て
い
た
ア
フ
リ
カ
で
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
そ
の
課
題
を
克
服
し

た
成
功
例
と
い
え
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
沸
く
「
ア
フ
リ
カ
経
済
の
今
」
を
ど
う
み
る
か
、

ま
た
、
ア
フ
リ
カ
の
飛
躍
的
な
成
長
を
持
続
的
な
も
の
に
す
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
は
何
か
。
五
人
の
識
者
に
話
を
伺
っ
た
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
が
解
決
す
る
開
発
課
題

　

識
者
は
み
な
一
様
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
躍
動
す
る
今
の
ア
フ
リ
カ
を
口

に
す
る
。
ア
フ
リ
カ
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
た
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
さ
れ
、
そ
の
普
及
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
先
進
国
よ
り
も
速
い
。
世

界
の
成
長
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
た
ア
フ
リ
カ
に
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
が
こ
れ
ほ
ど
の
急
速
な
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
識
者
の
指
摘
か
ら
は
次
の
よ
う
な
点

が
浮
か
び
上
が
る
。

　

一
つ
に
は
、
課
題
を
解
決
す
る
上
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
導
入
が
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
効
果
を
も
つ
こ
と
だ
。
ア
フ
リ
カ
開

発
銀
行
の
横
山
正
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
は
広
大

で
、
人
口
密
度
は
日
本
の
八
分
の
一
程
度
で
あ
り
、
物
流
や
通
信
、

サ
ー
ビ
ス
供
給
網
の
整
備
は
物
理
的
に
容
易
で
な
い
。
だ
が
、
こ
う

し
た
厳
し
い
環
境
だ
か
ら
こ
そ
、
道
路
や
橋
な
ど
既
存
の
物
流
イ
ン

東 

和
浩	

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構 

理
事

株
式
会
社
り
そ
な
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
取
締
役
兼
代
表
執
行
役
社
長

ア
フ
リ
カ
経
済

の
飛
躍

―
日
本
に
求
め
ら
れ
る

三
つ
の
課
題
へ
の
貢
献
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ル
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
、
ア
フ
リ
カ

に
と
っ
て
急
務
で
あ
る
と
強
調
す
る
。
デ
ジ
タ
ル
・
イ
ン
フ
ラ
に
は

多
大
な
投
資
が
必
要
と
な
る
た
め
、
基
地
局
、
回
線
な
ど
を
複
数
の

事
業
者
が
共
同
で
使
用
す
る
イ
ン
フ
ラ
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
な
ど
、
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
活
用
を
提
案
し
て
い
る
。

　

田
中
氏
が
指
摘
す
る
の
が
、
現
地
の
技
術
者
の
能
力
向
上
だ
。
ア

イ
デ
ア
だ
け
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
む
こ
と
は
難
し
い
。
現
場
で

技
術
を
鍛
え
て
は
じ
め
て
、
ア
イ
デ
ア
を
実
現
す
る
実
力
が
持
て
る
。

実
務
経
験
を
積
ん
だ
技
術
者
の
層
を
地
道
に
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
、
遠
回
り
か
も
し
れ
な
い
が
、
確
か
な
道
で
あ
る
。

　

一
方
、
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
・
フ
ォ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ダ
イ

ア
ロ
グ
（
Ｉ
Ｇ
Ｄ
）
の
ア
シ
ュ
ラ
フ
・
パ
テ
ル
氏
は
ア
フ
リ
カ
の
産

業
構
造
に
お
け
る
異
質
さ
と
し
て
、
製
造
業
の
発
展
段
階
を
ス
キ
ッ

プ
し
て
、
一
気
に
産
業
の
サ
ー
ビ
ス
化
に
進
ん
だ
こ
と
を
挙
げ
た
。

製
造
業
が
未
成
熟
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
世
界
の
供
給
体
制
の
一
部

に
組
み
込
ま
れ
ず
、
多
く
の
若
者
に
雇
用
機
会
を
提
供
で
き
な
く
な

る
懸
念
も
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
軸
と
し
た
発
展
を
目
指
す

上
で
も
、
製
造
業
の
基
盤
は
必
要
と
な
る
は
ず
だ
。

る
正
確
な
情
報
を
把
握
し
、
相
手
や
状
況
に
応
じ
た
適
切
か
つ
的
確

な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

本
年
八
月
に
は
横
浜
市
で
、日
本
政
府
が
国
連
等
と
共
催
し
て「
第

七
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（TICAD7

）」
を
開
く
。
ア
フ
リ
カ
は
、

国
連
が
強
い
関
心
を
持
ち
、
ま
た
、
開
発
課
題
の
解
決
に
力
を
入
れ

て
い
る
地
域
で
も
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
の
持
続
的
な
成
長
を
支
え
る
こ

と
は
、
国
連
の
主
要
な
財
政
貢
献
国
で
あ
る
日
本
の
責
務
と
も
い
え

よ
う
。

　

何
も
恩
恵
を
受
け
る
の
は
、
ア
フ
リ
カ
だ
け
で
は
な
い
。
成
熟
国

と
し
て
の
鈍
い
ス
ピ
ー
ド
に
慣
れ
切
っ
た
日
本
人
が
、
ア
フ
リ
カ
出

身
の
ラ
ン
ナ
ー
の
よ
う
に
快
走
す
る
「
ア
フ
リ
カ
経
済
の
『
リ
ー
プ

フ
ロ
ッ
グ
』
型
成
長
」
を
学
ぶ
こ
と
は
、
大
い
な
る
刺
激
を
受
け
る

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

求
め
ら
れ
る
日
本
企
業
の
関
与

　

こ
れ
ら
の
点
は
、
い
ず
れ
も
早
急
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
考
え
て
み
れ
ば
、
こ
れ

ら
は
、
い
ず
れ
も
日
本
が
得
意
と
す
る
分
野
ば
か
り
で
あ
り
、
日
本

企
業
が
協
力
で
き
る
可
能
性
も
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か

し
な
が
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
ア
フ
リ
カ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
産
業
に
対
す
る

日
本
の
関
心
は
低
調
な
ま
ま
で
あ
る
。
ケ
ニ
ア
共
和
国
特
命
全
権
大

使
の
ソ
ロ
モ
ン
・
Ｋ
・
マ
イ
ナ
氏
は
、
日
本
は
イ
ン
フ
ラ
や
人
材
開

発
、
農
業
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
、
旧
来
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
分
野
で
ア
フ
リ
カ
へ

の
支
援
を
行
っ
て
き
た
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
分
野
で
は
米
国
・
中
国
・
韓
国

等
に
後
れ
を
取
っ
て
い
る
、
と
し
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
ア
フ
リ
カ
が
発
展
を
遂
げ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の

一
人
当
た
り
の
所
得
は
世
界
平
均
の
二
割
に
満
た
ず
、
か
つ
、
国
に

よ
っ
て
そ
の
特
徴
は
一
様
で
は
な
い
。
当
然
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用
・

発
展
の
仕
方
や
、
開
発
課
題
も
異
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
関
す

フ
ラ
を
必
要
と
し
な
い
ド
ロ
ー
ン
は
威
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

る
し
、
ま
た
、
住
所
を
特
定
で
き
な
い
生
活
環
境
に
こ
そ
、
モ
バ
イ

ル
は
不
可
欠
な
手
段
と
な
り
う
る
。
横
山
氏
は
、
ア
フ
リ
カ
に
は
デ

ジ
タ
ル
技
術
に
対
す
る
大
き
な
需
要
が
潜
在
的
に
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　

も
う
一
つ
に
は
、
先
進
国
と
積
極
的
に
協
力
す
る
ス
タ
ン
ス
が
革

新
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
誕
生
を
可
能
に
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ

う
。
レ
ッ
ク
ス
バ
ー
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
田
中
秀
和
氏

は
、
革
新
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
多
く
は
、
先
進
国
と
協
力
す
る
こ
と
で

実
現
し
て
い
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
各
地
に
創
設
さ
れ
た

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
起

業
す
る
取
り
組
み
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
先

進
国
と
の
協
業
を
後
押
し
し
て
い
る
。

「
リ
ー
プ
フ
ロ
ッ
グ
」
を
邪
魔
す
る

三
つ
の
足
か
せ

　

他
方
、
ア
フ
リ
カ
が
持
続
可
能
な
発
展
を
実
現
す
る
に
は
、
さ
ら

な
る
取
り
組
み
も
必
要
で
あ
る
。
識
者
か
ら
は
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、

技
術
者
の
育
成
、
製
造
業
の
生
産
性
の
向
上
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

国
際
金
融
公
社
（
Ｉ
Ｆ
Ｃ
）
の
ジ
ャ
ー
マ
ン
・
カ
フ
ル
氏
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
デ
ジ
タ
ル
経
済
の
基
盤
で
あ
り
、
世
界
最
低
レ
ベ

東 

和
浩
（
ひ
が
し
・
か
ず
ひ
ろ
）

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
。
株
式
会
社
り
そ
な
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

取
締
役
兼
代
表
執
行
役
社
長
。
株
式
会
社
り
そ
な
銀
行
取
締
役
会
長
兼
代
表
取

締
役
社
長
兼
執
行
役
員
を
兼
務
。

Keywords

…
…
ア
フ
リ
カ
経
済
、
リ
ー
プ
フ
ロ
ッ
グ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
サ
ー
ビ
ス
、
ア
フ
リ
カ
の
多
様
性
、
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議

（T
ICA
D

）、
日
本
の
責
務
、
日
本
に
も
学
び
と
刺
激

7 6わたしの構想 No. 43—2019年 8月



デジタル技術に
沸くアフリカ
経済の今を
どうみるか。

さらなる発展の
ために必要な
ことは何か。

識者に問う

インタビュー実施：2019 年 6 月～ 7月
聞き手：川本茉莉（NIRA 総研研究コーディネーター・研究員）、渡邊翔太（同）
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ソロモン・K・マイナ，M. B. S.
駐日ケニア共和国 特命全権大使
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インターネット普及の促進、多大な投資が必要となるデジタル・インフラ、
インフラ・シェアリング

自国での技術蓄積がアフリカに
さらなるイノベーションを生む
田中秀和
レックスバート・コミュニケーションズ株式会社 代表取締役

Keywords
新技術で革新的サービス、技術者の実務経験、先進国との協力、
アフリカ大陸自由貿易圏（AfCFTA）

製造業の生産性向上がカギを握る
アシュラフ・パテル
インスティテュート・フォー・グローバル・ダイアログ（IGD） シニアリサーチアソシエイト

Keywords
イノベーションハブの始動、ICTによるサービス化の急進、
未発達な製造業

日本は ICTでアフリカとの
ウィンウィン関係を飛躍させよ
横山 正
アフリカ開発銀行 アジア代表事務所所長＊

Keywords
膨大な開発課題が ICT活用のチャンスに、ICT大国地域の可能性、
日本に期待されるビジネス展開

＊ 2019 年 7 月原稿執筆時点
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

σ
ジ
λ
ル
ٕ
ज़
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෸
͘
ア
フ
Ϧ
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ࡁ
ͷ
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Ố

͞
Β
ͳ
Δ
ൃ
ల
ͷ
た
Ί
に
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ཁ
ͳ
͜
ͱ
͸
Կ
͔
Ố

識
者
に
問
う

Richard Heeks〔2017〕

Information and Communication Technology 
for Development （ICT4D）

Routledge

リ
ー
プ
フ
ロ
ッ
グ
で
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
を
ね
ら
う

ソ
ロ
モ
ン
・
Ｋ
・
マ
イ
ナ
，

Ｍ
．Ｂ
．Ｓ
．

駐
日
ケ
ニ
ア
共
和
国
特
命
全
権
大
使

経
済
に
包
摂
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
モ
バ
イ
ル
を
う
ま
く
使
え
ば
、
少
な
く
と
も
世
帯
の
二
～
三
％
を

貧
困
や
飢
餓
か
ら
救
う
こ
と
が
で
き
、
貧
困
か
ら
の
脱
却
を
目
指
す
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
も
つ
な
が
る
。

　

二
つ
目
は
、
ｅ
ガ
バ
メ
ン
ト
だ
。
こ
れ
ま
で
、
ア
フ
リ
カ
政
府
の
サ
ー
ビ
ス
効
率
は
、
悪
い
と
い
わ

れ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
行
政
の
透
明
性
・
説
明
責
任
の
強
化
や
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
の

向
上
を
図
り
、
政
府
へ
の
信
頼
を
高
め
よ
う
と
努
め
て
い
る
。
ケ
ニ
ア
で
は
、
国
の
発
展
計
画
「
ビ
ジ

ョ
ン
二
〇
三
〇
」
の
一
環
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
手
続
き
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
る
よ
う
、
ｅ
シ
テ
ィ

ズ
ン
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
た
。
ま
た
そ
れ
に
関
連
し
て
、
政
府
は
、
す
べ
て
の
行
政
手

続
き
を
一
カ
所
で
行
え
るHudum

a

（
注
）
セ
ン
タ
ー
を
、
国
内
各
地
に
設
け
て
い
る
。

　

三
つ
目
は
ｅ
コ
マ
ー
ス
だ
。
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
利
用
者
が
増
え
、
特
に
新
し
い
動
き
に

敏
感
な
中
間
所
得
層
の
生
活
習
慣
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
先
進
各
国
に
比
べ
ア
フ
リ
カ
の

ｅ
コ
マ
ー
ス
の
市
場
規
模
は
ま
だ
小
さ
い
が
ゆ
え
に
、
こ
れ
か
ら
成
長
の
余
地
が
十
分
あ
る
。

　

日
本
は
イ
ン
フ
ラ
や
人
材
開
発
、
農
業
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
、
多
く
の
分
野
で
ア
フ
リ
カ
を
支
援
し
て

き
た
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
し
て
は
大
き
な
足
跡
を
残
せ
て
い
な
い
。
米
国
・
中
国
・
韓
国
等
が
す
で
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
で
ア
フ
リ
カ
社
会
に
変
化
を
起
こ
し
て
い
る
中
、
日
本
が
こ
の
重
要
な
分
野
で
出
遅
れ
て
い
る
の

は
非
常
に
残
念
だ
。
八
月
のTICAD7

で
は
「
ア
フ
リ
カ
の
今
」
の
状
況
を
議
論
す
る
。
日
本
に
は
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
直
接
投
資
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
ア
フ
リ
カ
経
済
に
「
プ
ラ
グ
イ
ン
」
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

外
交
官
と
し
て
三
二
年
以
上
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
。
米
オ
ハ
イ
オ
大
学
修
士（
国
際
関
係
学
）。
ケ
ニ
ア
外
務
省
入
省
後
、

イ
ギ
リ
ス
、
ウ
ガ
ン
ダ
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
タ
リ
ア
各
国
の
大
使
館
に
て
参
事
官
等
を
務
め
る
。
そ
の
間
、
英
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
て
外
交
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
る
。
国
際
問
題
局
長
、
儀
典
長
等
を
経
て
、
二
〇
一
四
年
よ
り
現

職
。
東
ア
フ
リ
カ
最
大
の
経
済
規
模
を
持
つ
ケ
ニ
ア
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
発
展
に
お
い
て
も
ア
フ
リ
カ
を
け
ん
引
す
る
。

こ
一
〇
～
二
〇
年
で
、
ア
フ
リ
カ
は
リ
ー
プ
フ
ロ
ッ
グ
（
一
足
飛
び
）
の
発
展
を
遂
げ
て

い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
発
展
は
こ
れ
ま
で
先
進
国
が
リ
ー
ド
し
て
き
た
が
、
い
ま
や
ア
フ
リ
カ

の
多
く
の
国
が
国
際
的
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
と
つ
な
が
り
、
世
界
か
ら
刮か

つ

目も
く

さ
れ
る
ほ
ど
に

な
っ
た
と
思
う
。
大
陸
間
を
海
底
ケ
ー
ブ
ル
で
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
ケ
ニ
ア
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通

信
速
度
は
日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
速
度
を
実
現
し
て
い
る
。
特
に
ア
フ
リ
カ
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
発
展
が
著
し

い
の
は
、
金
融
、
政
府
、
そ
し
て
小
売
り
の
三
つ
の
分
野
だ
。

　

ま
ず
金
融
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
ケ
ニ
ア
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
が
非
常
に
発
展
し
て
い
る
。
携
帯
電

話
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
は
著
し
く
成
長
し
て
お
り
、M

-Pesa

で
の
送
金
は
広
く

使
わ
れ
て
い
る
。
モ
バ
イ
ル
決
済
を
利
用
す
れ
ば
、
ど
こ
か
ら
で
も
容
易
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。
例
え
ば
、
普
通
の
農
家
も
農
場
か
ら
直
接
製
品
を
販
売
し
、
携
帯
電
話
か
ら
支
払
い
を
受
け

る
こ
と
が
可
能
だ
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
人
々
の
生
活
に
重
要
な
存
在
と
な
り
、
す
べ
て
の
国
民
が

こ
ソ
ロ
モ
ン
・
Ｋ
・
マ
イ
ナ
，
Ｍ
．Ｂ
．Ｓ
．（Solom

on K. M
aina, M

.B.S.

）

（
注
）ス
ワ
ヒ
リ
語
で
「
サ
ー
ビ
ス
」の
意
味
。
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識
者
に
問
う 新

機
軸
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

ジ
ャ
ー
マ
ン
・
カ
フ
ル

国
際
金
融
公
社
（
Ｉ
Ｆ
Ｃ
）

ア
フ
リ
カ
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ　

テ
レ
コ
ム
・

メ
デ
ィ
ア
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
投
資

地
域
リ
ー
ダ
ー

％
を
超
え
る
見
通
し
で
あ
る
。
ま
た
、
同
年
ま
で
の
経
済
拡
大
の
う
ち
七
五
％
は
伝
統
産
業
か
ら
も
た

ら
さ
れ
る
。
例
え
ば
農
業
で
は
、
技
術
改
良
で
一
〇
～
二
〇
％
成
長
す
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
経
済
の
十
分
な
恩
恵
を
得
る
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
・
イ
ン
フ
ラ
へ
の
多
大
な
投
資

が
必
要
だ
。
ア
フ
リ
カ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
率
は
急
増
し
て
い
る
と
は
い
え
、
い
ま
だ
二
四
・
四

％
と
世
界
最
低
レ
ベ
ル
で
、
世
界
平
均
五
一
％
の
半
分
に
満
た
な
い
。
よ
り
多
く
の
人
が
ネ
ッ
ト
接
続

し
、
ま
た
高
速
サ
ー
ビ
ス
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
、
デ
ジ
タ
ル
経
済
の
成
長
へ
の
第
一
歩
だ
。
そ
の
た

め
に
は
、
例
え
ば
イ
ン
フ
ラ
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
（
編
者
注
）
で
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
企
業
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
プ

レ
イ
ヤ
ー
を
呼
び
込
む
な
ど
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
頼
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　

世
界
銀
行
グ
ル
ー
プ
は
、
二
〇
一
八
年
、
ア
フ
リ
カ
・
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
共
同
設

立
者
と
な
り
、
こ
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
達
成
に
向
け
、
二
五
〇
億
ド
ル
の
支
援
を
表
明
し
た
。
ア
フ
リ
カ
の

全
人
口
、
企
業
、
政
府
が
デ
ジ
タ
ル
で
つ
な
が
る
こ
と
が
目
標
だ
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
各

社
と
連
携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
発
展
途
上
国
に
技
術
的
な
専
門
知
識
を
も
た
ら
そ
う
と
し
て
い
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
経
済
に
大
き
な
投
資
が
行
わ
れ
れ
ば
、
ア
フ
リ
カ
の
経
済
成
長
は
加
速
し
、
従
来
の
経
済

発
展
の
ス
テ
ッ
プ
を
飛
び
越
え
る
こ
と
さ
え
、
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

Ｉ
Ｆ
Ｃ
の
ア
フ
リ
カ
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
通
信
・
メ
デ
ィ
ア
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
投
資
部
門
を
率
い
る
。
現
在
八
五
カ

国
に
お
け
る
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
や
通
信
事
業
者
等
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
株
式
や
負
債
の
監
視
責
任
者
。
Ｉ
Ｆ
Ｃ

は
世
銀
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
で
、
途
上
国
の
民
間
セ
ク
タ
ー
開
発
に
特
化
し
た
世
界
最
大
の
国
際
開
発
機
関
（
本
部
ワ
シ

ン
ト
ン
）。
サ
ン
・
ア
ン
ド
レ
ス
大
学
学
士
、
ケ
ロ
ッ
グ
経
営
大
学
院
Ｍ
Ｂ
Ａ
。
シ
カ
ゴ
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
、
ブ
エ
ノ
ス
ア

イ
レ
ス
で
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
を
経
て
、二
〇
〇
六
年
に
加
わ
る
。
二
〇
〇
八
年
通
信
イ
ン
フ
ラ
投
資
チ
ー
ム
に
配
属
。

ジ
タ
ル
経
済
の
隆
盛
は
、
新
興
市
場
に
と
っ
て
一
世
一
代
の
好
機
だ
。
成
長
、
経
済
的
移

動
性
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
雇
用
へ
の
新
し
い
道
が
開
か
れ
る
。
全
産
業
の
開
発
モ
デ
ル

が
す
で
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
創
造
的
破
壊
へ
と
進
ん
で
い
る
。
ア
フ
リ
カ
の
課
題
は
、

デ
ジ
タ
ル
経
済
の
基
盤
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
率
を
速
や
か
に
引
き
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
経
済
が
進
展
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
未
来
を
手
に
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
ア
フ
リ
カ
全
土

に
お
け
る
携
帯
電
話
の
普
及
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
接
続
の
改
良
、
モ
バ
イ
ル
マ
ネ
ー
の
広
が
り
は
、
人

び
と
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
新
た
な
チ
ャ
ン
ス
を
も
た
ら
す
。
携
帯
電
話
契
約
率
は
、
い
ま
や
五
三
％
に
及
ぶ

（
二
〇
一
〇
年
は
二
一
％
）。
モ
バ
イ
ル
マ
ネ
ー
に
よ
る
金
融
包
摂
は
加
速
し
て
お
り
、
モ
バ
イ
ル
口
座

を
持
つ
人
の
割
合
は
二
〇
一
七
年
に
は
二
一
％
と
、
こ
こ
三
年
間
で
倍
に
増
え
た
。
ア
フ
リ
カ
の
ｅ
コ

マ
ー
ス
は
、
推
計
で
年
率
四
〇
％
の
急
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。

　

将
来
的
に
は
、
モ
バ
イ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
二
〇
二
二
年
ま
で
に
ア
フ
リ
カ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
七
・
九

ジ
ャ
ー
マ
ン
・
カ
フ
ル
（Germ

an Cufre

）

デ（
編
者
注
）鉄
塔
、建
物
な
ど
の
基
地
局
の
設
置
場
所
を
共
同
で
利
用
し
た
り
、ま
た
、ア
ン
テ
ナ
や
基
地
局
制
御
装
置
な
ど
を
共
同
で
利
用
し

た
り
す
る
の
が
一
般
的
。コ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
わ
れ
る
基
幹
回
線
網
（
交
換
機
同
士
を
結
ぶ
回
線
）の
共
同
利
用
も
あ
り
う
る
。

こ
の
手
法
に
よ
り
、基
地
局
設
置
や
次
世
代
規
格
へ
の
移
行
な
ど
の
投
資
負
担
を
軽
減
で
き
る
。

（
寄
稿
）

World Bank Group〔2016〕

World Development Report 2016: Digital Dividends
http://documents.worldbank.org/curated/en/896971468194972881/pdf/

102725-PUB-Replacement-PUBLIC.pdf
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識
者
に
問
う 田

中
秀
和

レ
ッ
ク
ス
バ
ー
ト
・

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　

今
は
Ｉ
Ｔ
大
国
の
中
国
も
、
先
進
国
の
オ
フ
シ
ョ
ア
や
下
請
け
を
経
験
し
て
き
た
。
ア
フ
リ
カ
諸
国

も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
が
広
が
る
今
こ
そ
、
自
国
内
で
の
開
発
の
経
験
を
重
ね
、
技
術
の
蓄
積
を
し
て
、

力
を
蓄
え
る
と
き
だ
。
わ
れ
わ
れ
は
、
ル
ワ
ン
ダ
で
オ
フ
シ
ョ
ア
開
発
事
業
を
行
い
、
現
地
の
技
術
者

に
職
を
提
供
し
て
い
る
。
技
術
者
が
多
く
の
開
発
を
経
験
し
、
国
内
で
抱
え
る
課
題
を
自
分
た
ち
で
解

決
で
き
る
よ
う
に
育
つ
こ
と
が
目
標
だ
。
幸
い
な
こ
と
に
、
ア
フ
リ
カ
に
は
、
先
進
国
企
業
の
進
出
を

積
極
的
に
受
け
入
れ
る
姿
勢
が
あ
る
。
先
進
国
と
ア
フ
リ
カ
が
一
緒
に
な
っ
て
開
発
を
進
め
る
や
り
方

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
も
成
功
し
、
ア
フ
リ
カ
の
発
展
に
も
つ
な
が
る
。

　

ア
フ
リ
カ
と
一
言
で
い
っ
て
も
、
五
四
の
国
が
あ
り
、
国
ご
と
に
言
語
や
文
化
、
歴
史
の
違
い
や
競

争
が
あ
る
。
近
い
国
同
士
は
歴
史
的
に
感
情
的
な
衝
突
も
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
の
発
展
は
、
他
よ
り
一
足

早
く
成
長
し
た
国
が
、
少
し
ず
つ
周
辺
国
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、
結
果
的
に
一
つ
の
そ
れ
な
り
の
規
模

を
持
っ
た
市
場
や
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
て
い
く
と
い
う
展
開
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
将
来
的
に
は
、
そ

れ
ら
の
市
場
や
サ
ー
ビ
ス
間
の
連
携
を
と
る
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
や
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
果
実
が
ア
フ
リ
カ
に
行
き
渡
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
も
、「
ア
フ
リ
カ
大
陸
自

由
貿
易
圏
（AfCFTA

）」
の
発
効
は
、
成
長
の
機
会
に
な
る
だ
ろ
う
。

レ
ッ
ク
ス
バ
ー
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
は
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
事
業
お
よ
び
日
本
企
業
の
ア
フ
リ

カ
進
出
支
援
を
行
う
。
田
中
氏
が
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
開
発
会
社
、
米
国
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
日
本
国
内
Ｃ
Ｔ

Ｏ
を
経
て
、
起
業
し
た
。
二
〇
一
四
年
に
は
、
同
社
の
グ
ル
ー
プ
企
業
と
し
て
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
事
業
を
行
う
ア

フ
リ
カ
企
業
「W

iredIn LTD

」
を
ル
ワ
ン
ダ
で
立
ち
上
げ
、
日
本
や
ア
フ
リ
カ
、
欧
米
向
け
に
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。
事
業
活
動
を
通
し
て
、
ア
フ
リ
カ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
業
界
の
育
成
支
援
に
尽
力
し
て
い
る
。

フ
リ
カ
で
は
若
者
を
中
心
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
普
及
し
つ
つ
あ
る
。
Ｉ
Ｔ
を
学
ぶ
学
生

が
増
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
新
し
い
も
の
を
作
り
出
そ
う
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
社
会

に
生
ま
れ
て
い
る
。
ケ
ニ
ア
の
モ
バ
イ
ル
送
金
サ
ー
ビ
スM

-Pesa

や
、
ル
ワ
ン
ダ
で

Zipline
が
行
う
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
輸
送
事
業
な
ど
、
新
技
術
を
応
用
し
て
現
地
の
課
題
を
解
決
す
る
革

新
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
数
多
く
登
場
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
多
く
は
、
先
進
国
と
協
力
す
る

こ
と
で
実
現
し
て
お
り
、
ア
フ
リ
カ
の
技
術
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

　

他
方
、
ア
フ
リ
カ
自
身
の
手
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
だ
す
に
は
、
ま
だ
時

間
が
か
か
る
。
多
様
な
シ
ス
テ
ム
を
企
画
・
開
発
す
る
に
は
、
技
術
経
験
を
持
つ
開
発
者
の
層
の
厚
さ

が
重
要
だ
が
、
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
か
ら
だ
。
い
ま
の
ア
フ
リ
カ
に
必
要
な
の
は
、
Ｉ
Ｔ
を
学
ん
だ
人

が
「
職
を
持
ち
、
経
験
を
積
む
」
こ
と
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
で
求
め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
品
質

も
、
技
術
者
が
実
務
経
験
を
通
し
て
「
感
覚
知
」
と
し
て
身
に
着
け
る
以
外
に
は
な
い
。

田
中
秀
和
（
た
な
か
・
ひ
で
か
ず
）

服部正也〔2009〕

『ルワンダ中央銀行総裁日記 増補版』
中公新書

自
国
で
の
技
術
蓄
積
が
ア
フ
リ
カ
に

さ
ら
な
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
む

ア
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識者が読者に 推薦する　　　冊1
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識
者
に
問
う 製

造
業
の
生
産
性
向
上
が
カ
ギ
を
握
る

ア
シ
ュラ
フ
・
パ
テ
ル

イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
・
フ
ォ
ー
・

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ダ
イ
ア
ロ
グ
（
Ｉ
Ｇ
Ｄ
）

シ
ニ
ア
リ
サ
ー
チ
ア
ソ
シ
エ
イ
ト

創
出
の
要
で
あ
り
、
貧
困
を
減
ら
す
非
常
に
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
。
国
内
の
所
得
格
差
を
解
消

さ
せ
る
上
で
も
、
製
造
業
が
発
達
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ダ
ニ
・
ロ
ド
リ
ッ
ク
教
授
は
、
ア
フ
リ
カ
経
済
の
異
質
さ
を
、「
金
融
業
は
グ
ロ

ー
バ
ル
市
場
に
統
合
さ
れ
て
い
る
が
、
製
造
業
は
先
進
国
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
つ
な
が
っ
て
い
な

い
」
と
指
摘
す
る
。
ア
フ
リ
カ
の
製
造
業
の
一
人
当
た
り
の
付
加
価
値
は
、
ア
ジ
ア
地
域
や
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
よ
り
も
低
く
、
素
朴
な
財
の
生
産
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
仲
間
入
り
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
先
進
国
の
生
産
プ
ロ
セ
ス
に
組
み
込
ま
れ
る
た

め
に
は
、
付
加
価
値
の
高
い
財
の
提
供
が
不
可
欠
で
あ
る
。
付
加
価
値
の
高
い
財
を
生
産
す
る
先
進
国

は
、
部
品
で
あ
っ
て
も
付
加
価
値
の
高
い
も
の
を
求
め
て
い
る
。

　

現
状
か
ら
脱
却
す
る
に
は
、
堅
実
、
か
つ
ス
マ
ー
ト
な
産
業
政
策
を
実
施
す
る
こ
と
だ
。
政
府
は
研

究
開
発
に
対
し
て
投
資
を
増
や
し
、
後
押
し
を
す
る
。
ま
た
、
技
術
革
新
や
ロ
ボ
ッ
ト
化
を
活
用
し
て
、

工
場
の
シ
ス
テ
ム
を
改
善
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
を
実
現
す
る
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。
そ
れ
に

よ
り
、
ア
フ
リ
カ
地
域
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
改
善
や
中
小
企
業
の
成
長
が
見
込
め
る
。
さ
ら
に
、

労
働
者
の
訓
練
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
環
境
整
備
も
求
め
ら
れ
る
。
製
造
業
の
確
立
な
く
し
て
、
ア
フ
リ

カ
が
中
国
の
よ
う
な
Ｉ
Ｔ
大
国
に
は
な
り
え
な
い
だ
ろ
う
。

南
ア
フ
リ
カ
・
プ
レ
ト
リ
ア
に
拠
点
を
置
く
独
立
系
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
、
デ
ジ
タ
ル
お
よ
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
規
制
政

策
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
つ
い
て
研
究
、
政
策
提
言
を
行
う
。
南
ア
フ
リ
カ
や
サ
ブ
サ
ハ
ラ
地
域
に
お
け
る
、
公

共
政
策
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
政
策
、
電
気
通
信
規
制
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
４
Ｄ
（ICT for Developm

ent

）
構
想
な
ど
の
分
野
に
、
一
五
年

以
上
に
わ
た
り
携
わ
っ
て
い
る
。ITU Telecom

 W
orld

や
Ｔ
２
０
な
ど
の
国
際
会
議
に
て
、
ア
フ
リ
カ
地
域
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
に
関
す
る
提
言
を
発
表
し
て
い
る
。

フ
リ
カ
の
多
く
の
国
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
が
始
動
し
つ
つ
あ
る
。

ケ
ニ
ア
の
シ
リ
コ
ン
・
サ
バ
ン
ナ
、
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
の
シ
リ
コ
ン
・
ケ
ー
プ
や
Ｃ
ｉ
Ｔ
ｉ

な
ど
が
そ
の
代
表
例
だ
。
と
り
わ
け
、
政
府
部
門
の
電
子
化
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
全
体
を
向

上
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
の
政
治
参
加
や
、
行
政
の
説
明
責
任
能
力
を
促
進
さ
せ
る
。
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
を
活
用
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
健
康
、
公
営
住
宅
、
都
市
計
画
、
交
通
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
政
策

決
定
に
大
き
な
効
果
が
あ
る
。

　

一
方
で
、
ア
フ
リ
カ
は
、
か
つ
て
の
先
進
国
や
ア
ジ
ア
の
成
長
モ
デ
ル
と
は
異
な
り
、
経
済
発
展
す

る
上
で
大
き
な
矛
盾
を
抱
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
製
造
業
の
発
展
段
階
を
ス
キ
ッ
プ
し
て
、
サ
ー
ビ
ス

化
に
一
気
に
進
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
点
だ
。
過
去
二
〇
年
、
農
村
か
ら
都
市
へ
大
量
に
流
れ
こ
ん
で

い
る
労
働
者
の
就
業
先
は
、
製
造
業
で
は
な
く
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
り
、
そ
の
流
れ
を
後
押
し
て
い
る
の

が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
あ
る
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
。
発
展
途
上
国
に
お
け
る
製
造
業
の
発
達
は
、
本
来
は
、
雇
用

ア
シ
ュ
ラ
フ
・
パ
テ
ル
（Ashraf Patel

）

Carlos Lopes〔2019〕

Africa in Transformation:
Economic Development in the Age of Doubt

Palgrave Macmillan

ア
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識
者
に
問
う 日

本
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
ア
フ
リ
カ
と
の

ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
関
係
を
飛
躍
さ
せ
よ

横
山	

正

ア
フ
リ
カ
開
発
銀
行

ア
ジ
ア
代
表
事
務
所
所
長
（
＊
）

Ｔ
大
国
地
域
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
リ
ー
プ
フ
ロ
ッ
グ
の
成
長
を
遂
げ
る
大
き
な
潜
在
性
を

有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
ビ
ジ
ネ
ス
活
用
例
と
し
て
は
、
銀
行
口
座
を
有
さ
ず
、
物
理
的
決
済
網
も
張
り
巡
ら

す
こ
と
な
く
、
携
帯
電
話
等
を
通
じ
た
電
子
マ
ネ
ー
送
金
や
貯
蓄
が
普
及
し
始
め
て
い
る
。
多
く
の
地

域
で
住
所
付
番
が
な
い
中
、
携
帯
電
話
等
の
位
置
情
報
（
仮
想
住
所
）
を
活
用
し
た
モ
ノ
、
サ
ー
ビ
ス

の
配
送
・
提
供
も
始
ま
っ
て
い
る
。
遠
隔
地
へ
の
医
療
、
教
育
サ
ー
ビ
ス
（
画
像
診
断
、
オ
ン
ラ
イ
ン

教
育
等
）
の
提
供
も
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

日
本
に
期
待
さ
れ
る
の
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
技
術
も
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
で
あ
る
。
現
地
の
課
題

や
需
要
を
理
解
し
、
利
用
可
能
な
技
術
で
解
決
策
を
提
供
す
れ
ば
、
多
額
の
資
金
を
要
し
な
く
て
も
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
成
立
す
る
も
の
は
多
々
あ
ろ
う
。
ま
た
、
雇
用
創
出
、
人
材
育
成
も
期
待
さ
れ
る
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
日
本
と
若
い
労
働
力
が
豊
富
な
ア
フ
リ
カ
は
、
補
完
関
係
に
あ
る
。
ア
フ
リ
カ

発
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
中
に
は
、
逆
に
日
本
で
活
用
で
き
る
も
の
も
あ
ろ
う
。TICAD7

を
機
に
、

令
和
元
年
が
、
日
本
の
官
民
で
ア
フ
リ
カ
の
開
発
課
題
の
克
服
に
貢
献
し
つ
つ
、
そ
の
成
長
の
果
実
を

共
有
す
る
と
い
っ
た
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
関
係
飛
躍
の
「
元
年
」
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

二
〇
一
五
年
よ
り
二
〇
一
九
年
七
月
ま
で
、
ア
フ
リ
カ
開
発
銀
行
ア
ジ
ア
代
表
事
務
所
所
長
を
務
め
た
。
現
在
、
財
務

省
大
臣
官
房
企
画
調
整
主
幹
。
一
九
八
八
年
に
大
蔵
省
（
当
時
）
入
省
後
、
金
融
庁
八
年
間
、
外
務
省
五
年
間
勤
務
。

二
〇
〇
九
年
よ
り
財
務
省
に
て
国
際
租
税
制
度
担
当
参
事
官
、
二
〇
一
一
年
よ
り
外
務
省
に
て
東
南
ア
ジ
ア
等
と
太
平

洋
島と

う

嶼し
ょ

部
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
政
策
担
当
課
長
、
二
〇
一
三
年
よ
り
財
務
省
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
や
国
際
開
発
金
融
機
関
の
担
当

課
長
を
歴
任
。
東
京
大
学
経
済
学
部
卒
業
、
豪
シ
ド
ニ
ー
大
学
経
営
管
理
学
修
士
取
得
。

フ
リ
カ
は
、
基
礎
イ
ン
フ
ラ
の
不
足
、
貧
困
、
失
業
に
加
え
、
医
療
衛
生
保
健
、
教
育
、

金
融
分
野
で
の
ア
ク
セ
ス
が
不
足
す
る
等
、
広
範
な
開
発
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
ア
フ
リ

カ
は
日
本
の
約
八
〇
倍
の
面
積
を
有
す
る
広
大
な
大
陸
か
ら
な
る
。
人
口
密
度
は
高
く
な

く
、
日
本
の
八
分
の
一
ほ
ど
だ
。
人
や
モ
ノ
の
移
動
、
送
配
電
、
通
信
、
サ
ー
ビ
ス
供
給
の
各
面
で
、

物
理
的
に
連
結
さ
せ
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
し
か
し
そ
の
開
発
課
題
は
、
潜
在
性
と
コ
イ
ン
の
表
裏

を
な
し
て
い
る
。
課
題
克
服
へ
の
需
要
も
膨
大
で
あ
り
、
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
投
資
機
会
が
存
在
す
る
。

　

こ
こ
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
え
る
の
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
で
あ
る
。
ド
ロ
ー
ン
、
航
空
、

衛
星
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
関
連
の
技
術
は
、
広
大
で
人
口
密
度
の
高
く
な
い
大
陸
で
の
課
題
克
服

の
可
能
性
を
広
げ
る
。
先
進
国
と
は
異
な
る
制
度
・
規
制
環
境
の
下
、
ま
た
、
レ
ガ
シ
ー
が
必
ず
し
も

な
い
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
技
術
の
活
用
に
追
い
風
と
な
り
え
る
。
ア
フ
リ
カ
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
技
術
を

活
用
し
た
革
新
的
方
法
で
開
発
課
題
を
解
決
し
、
ま
た
、
第
四
次
産
業
革
命
を
急
速
に
実
現
し
、
Ｉ
Ｃ

横
山 

正
（
よ
こ
や
ま
・
た
だ
し
）

アフリカ開発銀行ウェブサイト

「Information & Communication Technology」
（ICT 分野への取り組み関連ページ）

https://www.afdb.org/en/topics-and-sectors/sectors/
information-communication-technology

ア

（
＊
）
寄
稿
。
肩
書
は
原
稿
執
筆
時
点
。
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データで アフリカ経済の今見る

サブサハラ・アフリカの国民総所得（GNI）の推移（1960年–2018 年）

注）「テックハブ」とは、インキュベーター、アクセラレーター、ファブラボ、ハッカースペース等、技術系のスタートアップ企業をサポー
ト、育成するための物理的な場所（NIRA記）。

出所）	Maxime	Bayen.	“Africa:	a	look	at	the	442	active	tech	hubs	of	the	continent”	GSMA,	22	Mar,	2018.
https://www.gsma.com/mobilefordevelopment/blog-2/africa-a-look-at-the-442-active-tech-hubs-of-the-continent/
（2019年 7月16日アクセス）

アフリカで稼働
しているテック
ハブ数：442

モロッコ

セネガル

コートジボワール

ガーナ

ナイジェリア

南アフリカ ジンバブエ

ケニア

ウガンダ

エジプト

チュニジア

海外からアフリカへの直接投資額の推移（フロー、1990年–2018 年）

アフリカのテックハブ（2018年）

（1960=1）

注）	マーカー付き折れ線は、サブサハラ・アフリカ、世界の国民総所得（名目総計、米ドル表示）を、1960年を基準に指数化したもの。
出所）World	Bank,	“World	Development	Indicators” をもとに作成。

サブサハラ・
アフリカ

世界

出所）「直接投資残高上位５か国と日本」における日本の計数（2018年）は、財務省「本邦対外資産負債残高（地域別）」、及び為替レー
ト（2018年末 110.40円／米ドル）をもとに作成。それ以外の計数は、UNCTAD，“World	Investment	Report	2019” をもと
に作成。

直接投資残高上位５か国と日本
（ストック、2017年）
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（10億米ドル）

世界地域別にみた人口１人当たりの製造業付加価値額（名目、2017年）

注１）	各地域の製造業付加価値額の総計を、各地域の人口計で割った数値。国によっては 2017年以外の直近データも含む。
注２）	中国（アジア太平洋に含まれる）の 1人当たりの製造業付加価値額は 2,567 ドル。米国（北アメリカに含まれる）は 6,684 ドル。
出所）	G.	Ibrahim,	W.	Simbanegavi,	A.	Prakash,	W.	Davis,	W.	Wasike,	A.	Patel	(2019)	“Industrial	Development	and	ICT	in	

Africa:	Opportunities,	Challenges	and	Way	Forward”	https://t20japan.org/wp-content/uploads/2019/03/t20-japan-
tf5-3-industrial-developmentict-africa.pdf を参考に、World	Bank,	“World	Development	Indicators” をもとに作成。
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